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八王子千人同心屋敷跡碑（追分） 

http://www.shiminkatudo-hachioji.jp/hachigoren                           

 

気長に囲碁生活を      元八王子囲碁同好会会長  入山 慧三 

 

 ６４歳になったある日、会社出勤の途中突然パシンとゆう音とともに左目がみえなくなりやっとの思いで

帰宅し、独力で家内の通院している病院に行き、早速検診をうけ、家内（数年前脳血栓を経験）の診断を担

当していた医師に状況を説明し早速ＭＲＩ検査の結果、脳梗塞と診断されました。其の日は点滴を受け数日

様子をみようとゆうことになり、その場は一旦帰宅しました。しかし異変を感じるうち、２度目がおこりそ

のまま入院です。それから４日間高度治療を受け退院しましたが、もとの状態にはなりませんでした。 

通常の判断ができず、即刻退職することになり、毎日が日曜日の状態になりました。視力に異常が発生しま

したが、日常生活は維持できます。しかし聴力/判断力は極端に弱まり、以前の状態ではありません。家内、

子供たちに迷惑を出来るだけかけないように、静かに生活するように心がけていくしかありませんでした。

勿論自動車の運転はできず、４０年の運転歴も終わりです。自分の足で移動するしかありません。自らの努

力さえあれば、通常の人よりペースは遅くても、判断能力は劣っても、なんとか生活できることは幸せかな

と思います。 

最初の１年ぐらいは毎日の散歩程度の活動でしたが、週１回程度、短時間でしたが、昭島市の高齢者の体操

の会に出かけるようになり、少しずつ社会復帰出来る機会が増えてきました。ある日「４０年近くご無沙汰

していた囲碁でも」と思い立ち、近くの健康福祉会館に出かけたところ、２０名程度の囲碁会があり、意を

決して参加を申し出たところ、当方の事情を承知の上で、入会を許可いただきました。再び囲碁生活の始ま

りです。年数はたっても棋力はあまり落ちないと聞いておりましたので、３段程度でスタートすることにな

り、最初はあまりうまくいきませんでしたが、回数を重ねるたびに次第に対戦できるようになりました。こ

の会は点数制を採用しており、土日祭日の開催日に出席のたびに手合いが変わり、段級位しか経験のなかっ

たわたしには、とても新鮮に感じました。 

その後は、囲碁を中心にした生活が始まり、家内や子供達からも安心していられると感じたようです。 

 ４年前のことです。長男が結婚し、奥さんが一緒に生活することを賛成してくれ、家内ともども老夫婦は

息子の世話になり、住居も八王子市大楽寺に移り住みました。 

そこで自分の囲碁をおくるため場所を探し求めたところ、市民センターで囲碁会があると聞き、早速探した 
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ところ元八王子市民センターで開催されていると聞き、入会しました。 

それから５年近くが過ぎ、漸く八王子にもなれ、去年は初孫も誕生しました。 

 これからは、多くを望まず、囲碁生活を満喫したいと思います。不自由で聴力もおとる自分ではあります

が、皆様のご協力をお願いします。 

 

 

    第２３回 活きいき囲碁大会のご案内 

 台町大会 

日時   平成２５年８月１８日（日）受付 午前9時00分～9時30分 

会場   台町市民センター（台町3-20-1  Tel  627-3808） 

申込先  会長・高本衛 台町4-44-13-1202 Tel・Fax  667-7432 

                                メール takamoto-1@ab.auone-net.jp 

申込期限 ８月４日 

主催    台町囲碁同好会 

後援   日本棋院 八王子市 八王子市教育委員会 

参加資格 市内に居住している10級以上の囲碁愛好者 

参加費  １，０００円（弁当代を含む）非会員 １，１００円 

競技方法 クラス別に行い、入賞者には賞品を進呈します。 

申込方法 同好会の会長を通して申し込んでください。 

  

 

第２３回 活きいき囲碁大会の結果 

 元八王子 

６月２日(日)  於元八王子市民センター  

参加者       

 

 

Ａ組 １６名（５段～７段） 

優勝：上野純親 浅川/６段   準優勝：三浦和夫 元八/５段  ３位：吉沢實 恩方/７段 

Ｂ組 ２０名（２段～４段） 

優勝：知沢吉雄 元八/４段→５段  準優勝：秋山正 恩方/２段 ３位：平山統 元八/３段 

Ｃ組 ２０名（５級～初段） 

優勝：芦沢靖彦 長房/１級→初段  準優勝：中川寿夫 大和田/初段 ３位：斎藤三男 川口/１級  

 

元八 浅川 恩方 大和田 石川 北野 長房 川口 非会員 合計 

１６ ６ １１ ３ １ ３ ６ ８ ２ ５６ 
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中野 

６月１６日(日)  於中野市民センター  

参加者       

 

 

Ａ組 １６名（４段～７段） 

優勝：金本好正 石川/６段→７段   準優勝：信江峻 由木/７段  ３位：山本数英 川口/６段 

     注：金本好正 恩方大会に次ぐ２回目の優勝 

Ｂ組 １８名（２段～４段） 

優勝：森本康男 中野/３段→４段  準優勝：望月毅士 中野/４段 ３位：浜道進 中野/４段 

Ｃ組 １8名（５級～初段） 

優勝：野口裕司 中野/１級→初段 準優勝：粂川次夫 元八/５級 ３位 ：近藤亮弘 長房/初段  

 

   ７月の活きいき囲碁大会（６月号掲載） 

   大和田大会     ７月 ７日（日）  申し込み終了 

   石川大会     ７月２１日（日）  申し込み ７月７日（日）まで 

   

投稿   功名が辻と囲碁の辻             北野囲碁同好会  刀根正樹 

          （一） 

『夏の囲碁 戦国の夢 ときの声』 

 「武士と生まれたからには、葉武者になりたくない。一国一城の主と仰がれる身分になりたいものだ」 

「一豊様は必ずなれます」新妻の千代は、初夜の床の中でそういった。司馬遼太郎のベストセラー「功名が

辻」の序章である。やがて一豊は木下藤吉郎の配下となり、さらに関ヶ原の合戦では、徳川家康に取り入り、

土佐２４万石の国主にのし上がった。この夫妻は、いずれも６１才で死ぬ。出世のためのストレスもあった

ろう。かようなストーリーは、現代のサラリーマン社会にも多く存在する。司馬遼太郎は、戦国武将の生き

ざまと哀愁、夢と無常感。さらに人間の愚かさ、おかしさを力強く描いた。囲碁を打つ時、戦国武将の心を、

私は身近に感じられる。 

                （二） 

 『古池や カワズとび込む 囲碁の沼』 

 北野は昔から浅川と湯殿川にはさまれた土地で、沼と田園がひろがっていた。日本水産が沼を埋め立て、

工場を建てたのが、昭和３７年で、私はその時からずっと、ここで働いていた。地元に河津一族がいて、日

水にも何人かつとめている。河津一族の祖先には、仇討で有名な曽我兄弟が出ているといわれる。 

 「一国一城の主」とは、囲碁の世界にもある野望か。北野の囲碁の辻では、まさに戦国乱世。各地にとき

の声、のろしが上がる。長沼の春日会館や絹ヶ丘会館。その他各地に野心家が城を築き、客を集め、気炎を

浅川 元八 中野 大和田 石川 由木 北野 長房 川口 非会員 合計 

３ ３ １５ ７ ４ １ ４ ８ ５ ４ ５４ 
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上げている。 

 その中でも白眉は、北野市民センターで水曜に開催する「北野囲碁の会」であろう。席亭主の河津秀雄氏

は、生粋の北野育ちで、河津一族の直系である。北野天神の境内を遊び場として育った。銀行畑をずっと歩

き、地元では顔が広く、碁仲間も多い。八碁連の北野支部の幹事を長くつとめ、貢献している。水曜碁会は、

地元の人々から平日の碁会を求められて、河津氏が立ち上げたものである。この会には私も参加しているが、

おおらかで華やいでいる。女性の有段者が３人いて、上品であでやかな雰囲気がたまらない。常時５０人近

くの打ち手が集い、高段者もいて、レベルはかなり高い。 

 これらは河津氏の人柄、人徳によるものかと、私は思う。曽我兄弟というより、徳川家康に似て、器が大

きく、政治力、包容力もある。日本棋院４段の免状を持つが、関西棋院６段の昇段テストにも合格している。

棋風はどこか趙治勲に似て、曽我兄弟のごとく夜襲逆襲に、私はしばしば討ち取られている。 

 私も新宿や立川、八王子の囲碁の辻を長く放浪してきたが、どうやら北野にて、お開きとなりそうである。 

『北野碁会の石の音 諸行無常のひびきあり。サルスベリの花の色 強者必衰ノことわりをあらわす。』 

『北野碁や ついのすみ家か 春の雲』 

◎理事・第２次実行委員合同会議 

日時  平成２５年６月１３日（木）９：００～１２：００   

出席者 理事６名、第２次実行委員５名 

 議案  １．日本棋院支部設立   

２．青少年育成    

３．研修部改革 

◎第４回八碁連理事会 

日時  平成２５年６月２２日（土）９：００～１２：００    

出席者 理事６名 

議案  1．子ども囲碁大会準備 

   ２．囲碁指導者連絡会 

   ３．日本棋院支部規約 

    

 

八王子千人同心屋敷跡碑（追分）  千人同心というのは江戸時代のはじめに武蔵と甲斐の国境の甲州

街道警備を目的として設置された十組千人の武士団のこと。八王子千人町付近に住み、東照宮のある日光の

勤番、北海道の開拓、幕末には長州出兵や横浜警備等に活躍しました。小金井公園の「江戸東京たてもの園」

には保存のため、八王子から移築された「八王子千人同心組頭の家」があります。 

 

 

 

編集後記  八碁連のホームページのアドレスが変わりました。 

   http://www.shiminkatudo-hachioji.jp/hachigoren    詰碁は紙面の都合でお休みしました。 
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